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はじめに
本書では、Server Automation 10.50リリースの概要を示します。マニュアルやオンラインヘルプに記載され

ていない重要な情報が含まれています。

最新のドキュメント
すべてのドキュメントは、最新のSA 10.50 Documentation Libraryから入手できます。このライブラリからこ

のリリースに関連するガイドやホワイトペーパーにアクセスする方法については、「ドキュメント情報」のセク

ションを参照してください。

最新版のリリースノートについては、HPEサポートWebサイトの『SA 10.50リリースノート』を参照してくださ

い。

サポートおよび互換性情報
本リリースでのSAのサポートおよび互換性情報の詳細については、『SA 10.50 Support and
Compatibility Matrix』を参照してください。

サポートされる構成の詳細については、『SA 10.50計画ガイド』の「カスタマーインストール可能なSAコア

構成」を参照してください。

対象読者
このリリースノートには、Server Automation、Application Deployment Manager、およびDMA統合のイン

ストールとメンテナンスに関する情報が記載されています。

リリースノート

はじめに

HPE Server Automation (10.50) 5 / 44 ページ

https://softwaresupport.hpe.com/km/KM00417675
https://softwaresupport.hpe.com/
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01906528
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01906530
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01906530
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM02398149


本リリースの更新内容
ここでは、本リリースの新機能やその他のリリース固有の情報について記します。

SAクライアントでサポートされるWindowsオ
ペレーティングシステム
SAクライアントでサポートされるオペレーティングシステムは、次のとおりです。

l Windows Server 2008 R2

l Windows 7

l Windows 8

l Windows 8.1

l Windows 10

l Windows Server 2012

l Windows Server 2012 R2

新しいLinuxサービスオペレーティングシステム
SA 10.50で提供される新しいLinuxサービスオペレーティングシステムは、CentOSに基づいています。

現在のディストリビューションでは、PPCおよびIAプロセッサーアーキテクチャーに対するサービスOS (SOS)
ビットは提供されません。

アップグレードを行う場合、既存のRHELのIAおよびPPCサービスOSビットは削除されません。既存の

RHEL x86/x64ビットは、元の名前に「rpmsave」を追加した名前に変更されます。これらのビットを復元

するには、 linux50/linux60/linux60x64フォルダーをrhel50rpmsave/rhel60rpmsave/rhel60x64rpmsaveに
置き換えます。これらのフォルダーは、/opt/opsware/boot/tftpboot/および

/opt/opsware/boot/kickstart/にあります。新規インストールを実行する場合、これら2種類のプロ

セッサーアーキテクチャーに対応するLinuxサービスオペレーティングシステムは存在しません。

SAでのSE Linuxのサポート

リリースノート
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SE Linuxは、RHEL 6.6のPermissiveまたはEnforcingモードでサポートされます。詳細については、『SA
10.50管理ガイド』を参照してください。

SAWebクライアントに関する更新内容
SAWebクライアントはSAクライアントランチャーのダウンロードに使用されるようになっています。Webクライ

アントには以前と同様、スライスのIPアドレスまたはホスト名に移動することでアクセスできます。Webクライ

アントはホームページが全面的にリニューアルされ、以下の内容が表示されます。

l [Server Automationランチャーのダウンロード ]ボタン

l SAのバージョンおよびビルドに関する情報

l HPEサポートサイトへのリンク

SAWebクライアントでこれまで提供されていた機能は、次のようにSAクライアントからアクセスできるように

なりました。

l サービスレベル ([管理 ] > [システム構成 ])。SAサービスレベルの詳細については、『SA 10.50管理ガイ

ド』を参照してください。

l SAコアでスクリプトを使用して作成されたOSインストールプロファイル。OSインストールプロファイルの

詳細については、『SA 10.50管理ガイド』の「SAプロビジョニング」を参照してください。

SAエージェントに関する更新内容

デバッグの構成

エージェントの構成ファイル (agent.args)でptymonitor.debug_nameパラメーターを使用してptymonitor
のデバッグを構成できるようになりました。

RC4の無効化

このリリースでは、SSL暗号化用のRC4が無効化されました。

リリースノート

本リリースの更新内容
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ユーザーのインポート

新しいカスタム属性hpsa_preserve_solaris_user_home_pathでは、 /home/…のユーザーホームパスを

使用してユーザーをインポートできます。以前のSAバージョンでは、インポートツールによりパスに/exportが
追加されました。パスに/exportが追加されないようにするには、このカスタム属性を管理対象サーバーに

対して設定します。

非システムドライブにインストールされたエージェ

ントに対する変更

非システムドライブにインストールされたエージェント (WindowsプラットフォームでSA 10.21から提供されて

いる機能 )の場合、エージェントアンインストーラーにより、システムドライブ上のシンボリックリンクとすべての

エージェントファイル (ターゲットディレクトリを除く)が削除されます。

エージェントのインストール後のPAPXの選択

ADT (エージェントデプロイメントツール)を使用すると、エージェントが正常にインストールされた後に、順

次実行する最大10のPAPXを選択できます。いずれかのAPXスクリプトが失敗した場合、システムはその

ステップで停止し、残りのAPXは実行されず、そのジョブは「失敗」とレポートされます。

注 : APXスクリプトの実行中にエラーが発生しても、現在または以前に正常に実行されたAPXは
ロールバックされません。

このリリースには、次の機能に対応した3つのPAPXが含まれています。

l サーバーのカスタマーへの割り当て

l サーバーのデバイスグループへのアタッチ

l サーバーのソフトウェアポリシーへのアタッチ

リリースノート
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SAクライアントランチャーに関する更新内容
ランチャーが必要なファイルをダウンロードした後、SAコアに対する認証がSAクライアントで実行されるよう

になりました。SAクライアントランチャーは、ユーザーからの入力を1つだけ受け入れます (SAコアのホスト

名 /IPアドレス)。SAのユーザー名とパスワードの入力が必要な新規ウィンドウが表示されます。詳細につ

いては、『SA 10.50ユーザーガイド』の「Server Automation」を参照してください。

JavaWeb StartがSAクライアントランチャーから削除されました。その結果、次のように機能が変更されて

います。

l ログファイルはパス<HPE_Server_Automation_Home>\logsに配置されます。

l [Javaコンソールの表示 ]オプションが使用できなくなりました。10.50より前のSAリリースに接続する際

には、オンになっているとみなされます。

l 同じビルド番号のコアサーバーに接続する際には、SAクライアントのアプリケーションデータが再利用さ

れます。

セキュリティおよびサードパーティに関する
アップグレード
TLSの適合

PCI DSS v3.1基準によると、TLSv1.1より下位の暗号プロトコルは脆弱であるとみなされています。10.50
以降のリリースのSAでは、プロトコルの選択が可能です (選択可能な値 : TLSv1、TLSv1.1、TLSv1.2)。
詳細については、『SA 10.50管理ガイド』または『SA 10.50アップグレードガイド』を参照してください。

新規にアップグレードされたサードパーティ製品

PythonがPython 2.7.3からPython 2.7.10にアップグレードされました。

JBossの移行
SA 10.50から、Webサービスデータアクセスエンジン (twist)コンポーネントで使用されるアプリケーションサー

バーが、WeblogicからWildfly (従来のJBoss)に移行されます。この移行の影響の詳細については、「非

推奨化とサポート終了のお知らせ」(16ページ)を参照してください。

リリースノート

本リリースの更新内容

HPE Server Automation (10.50) 9 / 44 ページ

https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01906537
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01663663
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01906531


監査とコンプライアンスに関する更新内容
監査ポリシーのフィルターで、新しいオプション要素preserveExceptionsが使用できます。この要素は [は
い]または [いいえ]に設定できます。

証明書に関する更新内容
スマートカード認証を備えたSAクライアントを使用してSAにアクセスするため、CRL (証明書失効リスト )
のサポートが追加されました。

ローカライズに関する更新内容
SA 10.50は、簡体字中国語、日本語、ドイツ語、ロシア語、フランス語、スペイン語にローカライズされ

ます。

OO-SA統合に関する更新内容
OO-SA統合 (Operations Orchestration内部で実行されるServer Automation操作 )に関連する更新

は、HPE Live Networkを通じて提供されます。

Oracleデータベースおよびモデルリポジトリに
関する更新内容
Oracleデータベースおよびモデルリポジトリの変更内容については、『SA 10.50インストールガイド』の「モデ

ルリポジトリでのOracleセットアップ」を参照してください。

パッチ適用に関する更新内容
Red Hatの動的パッチ適用

リリースノート
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SA 10.50では、RedHatの動的パッチ適用のサポートが追加されます。動的パッチポリシーには、静的

パッチポリシーのようなポリシーアイテムリストは含まれず、ベンダーの推奨に基づいて管理対象サーバー

に必要な更新が適用されます。動的パッチ適用は、ソフトウェアポリシーによって静的パッチ適用よりも

優れたパフォーマンスと拡張性を実現します。動的パッチ適用は管理対象サーバーを最新の状態に維

持するお勧めの方法です。詳細については、『SA 10.50ユーザーガイド』の「Red Hat Linux Enterprise
パッチ管理」を参照してください。

SA SUSE Managerインポーター

SAでSA RedHatインポーターに基づいたSUSE Managerインポーターツールが利用できるようになりまし

た。このツールでは、SUSE Manager 2.1サーバーからパッケージとエラータをインポートし、SUSE Manager
がホストするエラータとパッケージに関するSAソフトウェアポリシーを作成できます。詳細については、

『White Paper: SUSE Manager SLES Importer』および『SA 10.50 Support and Compatibility Matrix』を
参照してください。

重要 : SAエージェントバージョンの非推奨化とサポート終了に関する重要なお知らせについては、

「非推奨化とサポート終了のお知らせ」(16ページ)を参照してください。

Red Hat Satellite 6.xのサポート

HPE SA RedHat Network (RHN)インポートツールが変更され、RedHatサブスクリプション管理 (RHSM)
を使用したRedHatコンテンツデリバリネットワーク (CDN)からの内容のダウンロードがサポートされるように

なりました。これにより、RedHat Enterprise Linux 7 (RHEL)の内容をダウンロードすることができます。

HPE SA RedHatインポーターツールのセットアップおよび使用方法の詳細については、「Using the Server
Automation Red Hat Importer」を参照してください。

OSプロビジョニングに関する更新内容
新機能 :

l 新しいOSビルド計画の実行のUI。

l HPE ProLiantでセキュアブートが有効なUEFIでのプラットフォームのデプロイをサポート。

o レガシーBIOS、UEFI、およびセキュアブート対応UEFIのネットワークおよびCDブートをサポートする

新しいLinux 7サービスOS。

o レガシーBIOS、UEFI、およびセキュアブート対応UEFIのネットワークおよびCDブートをサポートする

新しいWinPE4サービスOS。

l カスタマー割り当ての改良 :

リリースノート
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o 「カスタマーの割り当て」ステップがデフォルトのビルド計画の一部になりました。

o サーバーをカスタマーに割り当てられるようにUIが変更されました。

l カスタマイズした未プロビジョニング前サーバーの作成を可能にする新しいUAPI。詳細については、

ServerService.create (ServerVO vo, ServerHardwareVO hwVO)メソッドを参照してください。

l カスタマーのビルド計画の開発とデプロイメントに役立つContent SDK。詳細については、

/Opsware/Tools/Content SDK/ContentSDK-<バージョン>.zipのドキュメントを参照してください。

更新 :

l Insight Control Server Provisioning 7.5.1に合わせたProLiantコンテンツのアップグレード。

l WinPE 3および4ベースのサービスOSドライバーの更新。

ビルド計画でサポートされる新しいプラットフォーム:

l Solaris 10 SPARC

l Solaris 11 SPARC

l Windows 10

l SLES 12

l Ubuntu 14.04

l Novel OES 11

新たにサポートされるプラットフォームの詳細については、『SA 10.50 Support and Compatibility Matrix』の
「Addendum Provisioning Feature」を参照してください。

すべてのプラットフォームで、OSシーケンスはSA 10.50以降で非推奨化されています。これらのプラット

フォームでは、既存のOSシーケンスをOSビルド計画に移行することを強く推奨します。

新機能の詳細については、『SA 10.50管理ガイド』の「SAプロビジョニング」を参照してください。

ソフトウェア管理に関する更新内容
RPMのロールバック

SA 10.50では、YUM履歴に基づいたRPMロールバック機能が導入されています (YUMバージョン3.2.25
以降で利用可能 )。以前のリリースでは、RPMロールバック機能は、RPMバージョン4.2～4.6を使用して

インストールを行い、アップストリーム機能の提供が中止されたLinuxサーバーのみで使用できました。詳

細については、『SA 10.50ユーザーガイド』の「ソフトウェア管理」を参照してください。

リリースノート

本リリースの更新内容
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ユニット履歴

SA 10.50以降では、新しい履歴要素を使用してSAライブラリのユニットに対するすべての変更をトラッキ

ングできます。記録される情報には、名前、説明、プラットフォーム、場所、インストールパス、スクリプト、

フラグなどがあります。

修復およびインストールジョブでのタイムアウト処理

Server Automationで、修復およびインストールジョブに対するタイムアウト処理が改善されました。タイム

アウトが発生してからジョブの実行が停止するまでの間、サーバーのステータスは停止中に変わります。状

態が停止中の間、エージェントは追加ジョブを実行せず、現在進行中のジョブを完了します。さらに、

エージェントの再起動中にタイムアウトが発生した場合、再起動した後に、エージェントはジョブを再開し

ません。ジョブの実行が停止すると、サーバーはタイムアウト済みとマークされます。

これにより、エージェントがジョブを実行している間に、タイムアウトによりジョブが「失敗」と表示されるコアの

不具合が修正されます。

ジョブの機能拡張

ソフトウェアの修復のジョブで、デバイスグループ、ソフトウェアポリシー、およびパッチポリシーに関するセカン

ダリ展開モード ([実行時 ])がサポートされるようになりました。これにより、後で実行するように修復ジョブ

をスケジュールする場合、ジョブが作成されたときに展開が行われた以前のリリースと比較して、ジョブの

開始時にデバイスグループ、ソフトウェアポリシー、またはパッチポリシーが展開されます。

SPARCプロビジョニング
OSシーケンスだけでなくOSビルド計画を使用してSPARCサーバーをプロビジョニングできるようになりまし

た。ただし、両方の方法を同時に使用することはできません。デフォルト設定はOSビルド計画プロビジョニ

ングモードです。

モード間の切り替えおよびdhcpd.confの構成を容易にするには、次のスクリプトを使用します。

/opt/opsware/boot/jumpstart-sparc-ogfs/tools/switch_OSS-OSBP.sh

実行すると、SPARCサーバーの現在のプロビジョニングモードが出力され、モードを切り替える前の確認

が要求されます。続行すると、このスクリプトはdhcpd.confファイルをバックアップし、必要な変更を行って

dhcpdサービスを再開します。

リリースノート

本リリースの更新内容
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セキュリティ機能
[SAクライアントセッションの非アクティブ状態 ]は有効で、デフォルトで30分に設定されます。このため、指

定された期間何もしないと、SA Javaクライアントがロックされます。SA Javaクライアントをロック解除する

には、パスワードを再度入力する必要があります。 [管理 ] > [ユーザーとグループ] > [セキュリティ設定 ] >
[パスワードポリシー設定 ]でカスタム設定が適用されたインストールをアップグレードする場合、この設定は

実施されません。

RHEL7コアプラットフォーム
SAはRedHat Enterprise Linux 7 (x86_64)を実行しているサーバーにインストールできます。

注 : RHEL 7.2では、システムパッケージをバージョン219-19.el7_2.4以上にアップグレードする必要が

あります。それ以外の場合、コアサービスは再起動時に自動的に開始されません。詳細について

は、エラータhttps://rhn.redhat.com/errata/RHBA-2016-0199.htmlを参照してください。

SAのフェイルオーバーと高可用性
『SA 10.50管理ガイド』に、SA環境でのフェイルオーバー、サーバー負荷分散、および高可用性の実現

方法に関する説明が記載されています。

SAのバックアップと復元のベストプラクティス
ホワイトペーパー『SA Backup and Restore Best Practices』には、データまたは電源障害によってSAが悪

影響を受けた場合に、最小限のデータ損失でSAのバックアップと復元を行うためのベストプラクティスが記

載されています。

HPE Live Networkコネクターの新バージョン
Live Networkコネクター (LNc) (SAコアの/opt/opsware/hpln/lnc/binにインストール)は旧式となり、内

容のダウンロードに使用できなくなりました。

リリースノート

本リリースの更新内容

HPE Server Automation (10.50) 14 / 44 ページ

https://rhn.redhat.com/errata/RHBA-2016-0199.html
https://softwaresupport.hpe.com/km/KM01663663
https://softwaresupport.hp.com/group/softwaresupport/search-result/-/facetsearch/document/KM02052544


LNcの最新バージョンをダウンロードし、コアにインストールする必要があります。

1. HPELNから、HPE Live Networkコネクターの最新バージョンをダウンロードします。

2. 最新バージョンをSAコアの/opt/opsware/hpln/lncにコピーしてインストールします: #./install

インストールに成功すると、LNcが正しく動作するはずです。

リリースノート

本リリースの更新内容
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非推奨化とサポート終了のお知らせ
ここでは、このリリースで非推奨になったプラットフォーム、機能、エージェントと、すでに非推奨になってい

るアイテムのうち、サポートライフサイクルの終了に達したアイテムの一覧を示します。

非推奨化
プラットフォーム、機能、エージェントがリリースで非推奨に指定された場合、これらが将来削除されること

がSAカスタマーに通知されたものと見なされます。非推奨の機能は、特に指定されていない限り、非推

奨とされたリリースでも完全にサポートされます。非推奨の機能やプラットフォームに対するサポートは、次

回のSAのメジャーまたはマイナーリリースで廃止されます。ただし、最終的な廃止はHPEの判断で決定

されます。

非推奨の製品またはプラットフォーム

管理対象プラットフォーム

次のプラットフォームは、SA 10.50では非推奨です。

l Windows Server 2003

l Windows Server 2003 R2

l Windows XP

非推奨のコンポーネント

非推奨のSAエージェントとアップグレードの必要性

SA 10.50では、SA 9.10以前のバージョンに関連付けられたSAエージェントはサポートされません。そのた

め、少なくともSA 9.10以前のバージョンに関連付けられたSAエージェントをバージョン9.11以降のSAエー

ジェントにアップグレードする必要があります。

SAエージェントのアップグレードの手順については、『SA 10.50アップグレードガイド』を参照してください。

アプリケーションデプロイメント

リリースノート

非推奨化とサポート終了のお知らせ
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アプリケーションデプロイメント機能はSA 10.50では非推奨で、デフォルトで無効になっています。

RHNインポート

rhn_importバイナリはSA 10.50では非推奨になっています。

新しいredhat_importバイナリを使用して、SAライブラリに内容をダウンロードしてインポートできるようにな

りました。この新しいライブラリでは、従来のRHNポータルからの内容のダウンロードの他に、RedHatサブ

スクリプション管理 (RHSM)を使用したRedHatコンテンツデリバリネットワーク (CDN)からの内容のダウン

ロードもサポートされます。これにより、RedHat Enterprise Linux 7 (RHEL)の内容もダウンロードできま

す。HPE SA RedHatインポーターツールのセットアップおよび使用方法の詳細については、「Using the
Server Automation Red Hat Importer」を参照してください。

非推奨のAPIメソッド

アプリケーション構成がSA 10.50のフォルダーに移動されたことに伴い、次のAPIメソッドは削除されまし

た。

l com.opsware.acm.CMLVO#setCustomers

l com.opsware.acm.CMLVO#getCustomers

l com.opsware.acm.ConfigurationVO#setCustomers

l com.opsware.acm.ConfigurationVO#getCustomers

l com.opsware.acm.Configurable#update

l com.opsware.acm.ConfigurationService# attachToConfigurable

OSプロビジョニングのOSシーケンス

OSシーケンスはOSビルド計画に置き換えられました。詳細および手順については、『SA 10.50管理ガイ

ド』の「SAプロビジョニング」を参照してください。

埋め込みレポート

埋め込みレポートは、SA 10.50では非推奨です。

非サポート
サポートされないプラットフォーム

次のプラットフォームは、SA 10.50ではサポートされなくなりました。

リリースノート

非推奨化とサポート終了のお知らせ
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l AIX 5.3

l Oracle Enterprise Linux 4

l RedHat Enterprise Linux AS 3、AS 4、ES 3、ES 4、WS 3、WS 4

l SuSE Linux Enterprise Server 9

l SunOS 5.8、5.9

l Windows Server 2000

l VMware ESX 3、3.5

l VMware ESXi 3、3.5

l VMware ESX 4.0

l VMware ESX 4.1

l VMware ESXi 4.0

l VMware ESXi 4.1

Java RMIクライアント

Java RMIクライアント (SA 10.50より前に作成 )は、SA 10.50コアに接続できません。この問題を修復する

には、(SA 10.5xの)最新のopswclient.jarを使用し、Java 8でRMIクライアントを実行する必要がありま

す。SA 10.50のopswclient.jarには下位互換性がありません。つまり、これを使用してSA 10.2x (またはそ

れ以前 )のコアに接続することはできません。

サポートされない製品

AIレポート

AIはサポート終了が発表されました。この製品はOperations Bridge Reporter (OBR)に置き換えられまし

た。

SE Connector

SE Connectorは、SA 10.50で廃止されました。

ホストストレージ拡張

ホストストレージ拡張コンポーネントは、SA 10.50で廃止されました。

データベーススキャナー

Oracleデータベーススキャナーコンポーネントは、SA 10.50で廃止されました。

リリースノート
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サポートされない機能

アプリケーションサーバー

SA 10.50から、Webサービスデータアクセスエンジン (twist)コンポーネントで使用されるアプリケーションサー

バーが、WeblogicからWildfly (JBoss)に移行されます。そのため、アップグレードを行うと、Weblogic固有

のPSOカスタマイズが失われます。 twist_custom.confの標準的なカスタマイズ (メモリ設定、ログ記録レベ

ル)はそのまま維持されます。

エージェントアップグレードツール

OPSHシェルから実行され、管理対象サーバー上のエージェントをアップグレードするエージェントアップグ

レードツールはサポートされなくなりました。SA 10.0において、さまざまな点で改善された新しいAPXが導

入され、SAクライアントから実行できるようになりました。

リリースノート
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インストール

インストールに関する更新内容
l root機能を持つユーザーとしてSA 10.50をインストール/アップロードする

l 新しいコアを追加する場合の変更

新しいコアを追加する場合の変更

新しい (セカンダリ)コアのメッシュへの追加は、従来どおり、次の2つのステージで実行されます。

1. 新しいファシリティを定義し、必要なデータをエクスポートする (hpsa_add_dc_to_mesh.shスクリプトを

実行 )

2. 新しいセカンダリコアをインストールする (hpsa_install.shスクリプトを実行 )

新しいコアを追加するプロセスで、以下の変更が行われました。

l (プライマリコアまたはセカンダリコア用の)リモートデータベースサーバーに資格情報を提供することなく、

新しいコアを定義してインストールできます。

l 新しいファシリティの定義 (つまり、add_dc_to_meshスクリプトの実行 )後に生成されるtar.gzファイルが

分割されました。データベースエクスポートおよび新しいコアのCDFは含まれなくなりました。これによ

り、データベースエクスポートをセカンダリコアのデータベースサーバーに直接コピーし、 tar.gzファイルと

CDFをセカンダリコアのインストールを行うマシンにコピーすることが可能になります。

l ファイルをセカンダリコアに転送するための2つのモードが、次のように定義されました。

o 手動 : ファイルはエクスポートされますが、セカンダリコアには転送されません。リモートデータベース

サーバーに対するSSH資格情報は必要ありません。

o 自動 : ファイルはセカンダリコアに転送されます。Oracle (プライマリおよびセカンダリ)サーバーに対す

るSSH資格情報が必要です。

l セカンダリコアインストールの実行時に、データベースサーバーがSAで提供されるものでない場合、

データベースサーバー上でコマンドは実行されません。この場合、ユーザーは画面上の指示に沿って

リリースノート

インストール
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前提条件が満たされていることを確認する必要があります。

詳細については、『SA 10.50インストールガイド』を参照してください。

SAインストーラーでサポートされるユーザー

次の新しいユーザーがSAインストーラーでサポートされます。

ユーザー名 マシンタイプ 説明

rootユーザー ローカル rootユーザー

通常ユーザー ローカル sudo機能でrootとしてコマンドを実行するアクセス権のある通常

ユーザー。

注 :通常ユーザーを使用してコアパッチのインストールまたは

ロールバックを実行する場合は、sudoを使用してコマンドを実

行する必要があります。

例 : sudo <distro>/ opsware_installer/hpsa_install.sh

rootユーザー リモート rootユーザー (root sshアクセスを含む)

通常ユーザー リモート sudo機能を持つ通常ユーザー (user sshアクセスを含む)

警告 : sudo機能を持つ通常ユーザーの場合、パスワードなし

のsudoはサポートされません。

詳細については、『SA 10.50インストールガイド』または『SA 10.50アップグレードガイド』を参照してくださ

い。

SAのデフォルトフォルダーの名前の変更
警告 : SAのデフォルトフォルダー (Package Repositoryフォルダーを含む)の名前は変更しないでくだ

さい。

リリースノート
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enable_ipv6.shスクリプトの新しいオプション
パラメーター
enable_ipv6.shスクリプト用のオプションパラメーターが2つ追加されました。

l -i <IPV6アドレス>:ホスト名のDNS AAAA解決に基づいて自動検出されたアドレスの代わりに指定

したIPv6アドレスを使用します。

l -n:構成ファイルの変更を行う際に、SAコンポーネントを起動 /再起動しません。

リリースノート

インストール
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既知の問題
ここでは、SAの既知の問題について説明します。次の表は、問題をまずサブシステムごとに示し、次に

各サブシステム内で数字順に示しています。

QCCR1D

現象 /

説明

プラット

フォーム 回避方法

エージェント

192728 ADTスキャン機能の使

用時に*や/24 (CIDR)
表記で範囲をスキャン

すると、エラーメッセー

ジがSAクライアントに

表示される。

依存しない nmap (ネットワークマップの作成に使用するツー

ル)エラーが表示されますが、スキャン自体への

悪影響はありません。これはnmapの問題

(nmapで発生するバグ)です。

193587 IPv6対応サーバーをス

キャンすると、状況や

ネットワークのトポロジ

によってはSSHポート

が利用不可と表示さ

れ、エージェントをデプ

ロイできない。

依存しない SAクライアントで、ネットワークトポロジ、プロキ

シ、およびファイアウォールのルールに従ってADT
スキャンパラメーターを変更します。

224743 HP-UX v11.11エージェ

ントが再起動後に正

しく起動しない。

依存しない SA 10.10から、エージェントはOpenSSL 1.0.1hを
使用します。これには、KRNG11i (HP-UX
11.11オペレーティングシステム上のHP-UX 11.11
Strong Random Number Generatorパッケージ)
が必要です。

https://h20392.www2.hpe.com/portal/
swdepot/displayProductInfo.do?
productNumber=OPENSSL11I

SAエージェントがコアと正常に通信できるように

するには、KRNG11i (HP-UX 11.11上のHP-UX
11.11 Strong Random Number Generatorパッ

ケージ)をインストールします。詳細は以下を参

照してください。

https://h20392.www2.hpe.com/portal/
swdepot/displayProductInfo.do?
productNumber=KRNG11I

APXコンテンツ

リリースノート
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111925 設定ファイルコンポー

ネントを含むデプロイメ

ントでは、事前に作成

されていないディレクト

リにファイルを配置しよ

うとすると、警告やエ

ラーが表示されずにデ

プロイメントが失敗しま

す。

依存しない 設定ファイルコンポーネントによる配置準備とし

て、コード (またはADMコンポーネントのその他の

タイプ)がデプロイ先ディレクトリを作成することを

確認してください。

監査とコンプライアンス

151552 実行中の監査ジョブを

キャンセルし、監査結

果のターゲットサーバー

のジョブステータスに「ス

キップ済み」と表示され

る場合、監査が正常

に実行されるまで、

サーバーのコンプライア

ンスビューで、ポリシー

のステータスが次のよう

に間違って表示され

る。「前回のスキャン

後にポリシーが変更さ

れました」

依存しない 監査を再実行します。

183967 複数のユーザーとユー

ザーグループを指定し

て「ユーザーとグルー

プ」修復ジョブを実行

すると、失敗して次の

エラーメッセージが表

示される: "NoGroup
found"

依存しない ユーザーグループを指定して「ユーザーとグルー

プ」修復ジョブを実行した後、修復したユーザー

グループに所属するユーザーを修復する修復

ジョブを実行します。

証明書

184908 コア再認定が実行さ

れていても、場合に

よっては、コア再認定

ステータスに "core
recert session not in
progress" というメッ

セージが表示される。

これは主にFIPS対応

のカスタマーに該当し

ます。

Linux 通常は、10分ほど待つと問題が解決されま

す。

189893 コア再認定後、インフ Linux スライスのあるボックス上の
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ラストラクチャーのみ

(非スライス)のボックス

にword_uploadコン

ポーネント用の正しい

証明書がなく、work_
uploadがそのボックスで

正常に機能しない。

/var/opt/opsware/crypto/word_uploadsに
ある証明書を、インフラストラクチャーのみのボッ

クス上の対応するディレクトリに手動でコピーす

ると解決することがあります。

191875 コア再認定中に、(
/etc/opt/opsware/c
rypto内の)
security.confファイル

がすべてのコア、スライ

ス、サテライトで作成ま

たは更新される。コア

再認定プロセスにメッ

シュ内にあるOracleの
みのボックスに到達す

るための明白な方法

が存在しないため、

ファイルが伝播されな

い。

Linux これは問題ではありません。必要な場合は、

security.confファイルをメッシュのコアのいずれか

からOracleのみのボックスにコピーできます。

225032 サテライトを含む単一

コアまたはマルチマス

ターメッシュインストー

ルで、フェーズ1または

フェーズ7が失敗する

可能性がある。これ

は、コア再認定ツール

で一部ファイルがサテ

ライト上に存在するか

どうかを特定できない

ことが原因。これは、こ

れらのフェーズでゲート

ウェイの再起動後に

一時的に発生する可

能性がある。

依存しない 正常に完了できるように--doitフラグを使用し

て、失敗したフェーズを再度実行します。

ゲートウェイ

193091 コアを10.0から10.20以
上にアップグレードした

後、10.0サテライトにア

クセスできない。

依存しない 参照 : https://softwaresupport.hpe.com/group/
softwaresupport/searchresult//
facetsearch/document/KM01365141

HP-UX仮想化

157368/160
408

[Add Virtual Server]
画面でIPアドレスまた

HP-UX [Add Virtual Server]画面で「All」が選択されて

いる場合でも、サーバーを追加できます。
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はホスト名を検索する

と、HP-UXマシンがリス

トに表示されない。

管理対象プラットフォーム

191478 SA 10.2がインストール

されたプラットフォーム

をSA 10.02から移行し

た後に、CentOS 7のビ

ルド計画がTypeError
を表示して失敗する。

依存しない なし。

227335 RHEL 7.2を使用する

SAマシンを再起動し

たときに、SAコアサービ

スが開始されない。

依存しない systemdRPMをsystemd-219-19.el7_2.4以上

にアップグレードします。

OCC

135460 [カスタム拡張の実行 ]
サブメニューでサーバー

を選択できない。

依存しない なし。

172654 httpsProxyを開始でき

ない。SAインストー

ラーで、 /etc/hostsを複

数の 'localhost'定義

に対して検証する必

要があります。

Linux /etc/hostsファイルで、 :1で始まる定義行から

'localhost' と 'localhost.localdomain' を削除し

ます。ファイルを保存してインストーラーを再試

行します。

注 : このインストーラーの問題は、メジャーリ

リースのみに適用でき、CORDリリースには

適用できません。

191941/192
463

SAクライアントの進行

状況バーが1行減り、

Windows
8/8.1/2012/2012 R2で
進行状況が表示され

ない。

依存しない なし。

213050 ランチャーがIPv6アドレ

スを使用してSAコアに

ログインできない。

依存しない これはJavaWeb Startの問題であり、SAの問

題ではありません。回避方法はありません。

OSプロビジョニング

114523 デバイスグループを含

むシーケンスを繰り返

し実行すると、エラーが

何度も表示されてOS
シーケンスが失敗する

依存しない ビルド計画を使用して同等のユースケースを実

装します。
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ことがある。

175069/213
698

Windows Server 2012
をUEFI ProLiantサー

バーの2番目のハード

ディスクにプロビジョニン

グする際に、両サー

バーのハードディスクが

空でないとOSビルド計

画が使用できない。

Windows
2012

プロビジョニングは、必ず両ハードディスクから

データをすべて削除してから行います。

213391 デフォルトBP "Add
Migrated Linux
Server"の実行が "Set
One Time PXE Boot"
で失敗する。

依存しない これらのビルド計画はRDPからICspへの移行に

固有であるため、SAには該当しません。

この問題は製品の不適切な使用が原因で発

生します。

パッチ管理

100566 ジョブ内の最後のパッ

チに再起動の通常設

定が含まれる場合

に、このパッチに対して

ジョブステータスに「後

で再起動」という間

違った情報が表示さ

れる。

再起動が正常に実

行されたにもかかわら

ず、サーバーでのパッチ

ポリシー修復をプレ

ビューした際や、修復

済みのパッチポリシー

のジョブステータスを表

示した際に、再起動

設定が間違って表示

され、「インストールと

再起動」と表示すべき

ときに「インストールし、

後で再起動」と表示さ

れる。

Solaris 表示内容が間違っていても、再起動は正常に

実行されているため、対応策は必要ありませ

ん。

102713 パッチの修復またはイ

ンストール後、パッチポ

リシーのコンプライアン

スのルールの数が正し

くない。

依存しない 全体のコンプライアンスの観点から見ると、SAは
正しい色のレポートを表示しますが、スキャン前

後のパッチ数の表示が異なります。この現象

は、適用可能なパッチとインストール済みのパッ

チのレポートを制御するMicrosoftの仕組みによ

るものです。
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146902/157
891

Solaris 11パッチポリ

シーで、ユーザーが再

起動オプションをデフォ

ルトのオプションの「す

べてのアクションが完

了するまですべての

サーバーの再起動を

保留」以外に設定で

きないようにする必要

がある。

Solaris Solaris 11パッチポリシーを修復する際は、必ず

再起動オプションが「すべてのアクションが完了す

るまですべてのサーバーの再起動を保留」に設

定されていることを確認してください。

148400 MBSAインポートの完

了後に、 [管理 ]ペー

ジのライブラリとデータ

ベースの情報でパッチ

を更新するのに時間

がかかる。

Windows 機能に影響しないため、回避策は必要ありま

せん。

151092 カスタマーにHPELNの
パッチと

WSUSSCN2.CABの
パッチの間に重複が表

示されることがある。競

合するパッチのいずれ

かをSAデータベースか

ら削除するスクリプトを

実行する必要がある。

依存しない バージョンに依存しないスクリプトがホットフィック

スで提供されており、これを使用してSAデータ

ベースからパッチを削除できます。参照 :
https://patch-central.corp.hp.com/crypt-
web/protected/viewContent.do?patchId=QCC
R1D151092

161961 Windows 2008 R2
SP1を構成する2つの

バイナリファイルのうち、

windows6.1-
KB976932-X64.exeと
いう名前のバイナリファ

イルを選択して [アンイ

ンストール]をクリックす

ると、実際にファイルが

アンインストールされて

サーバーが再起動し、

Windows 2008 R2
RTMが稼働する。ただ

し、ジョブがタイムアウト

して失敗する。

Windows
2008 R2

回避方法はありません。次回のスキャン時に問

題が自動的に解消されます。

162337 Windows 2k12ソフト

ウェアポリシー修復で、

次のエラーが発生す

る: 'AGENT_
ERROR_PATCH_
DATABASE_

Windows
2012/Wind
ows 2012
R2

最新 (2012年10月以降 )のMicrosoftパッチの

CABファイルをインポートして、1回実行します。

この処理は1度だけ実行する必要があります。
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CERTIFICATE_
ERROR'。

SAV (Server Automation Visualizer)

181473 SAVでループバックに

対するIPv6 INETアド

レスやIPアドレスが表

示されない。

依存しない SAV IsaacリリースでIPアドレスがIPv6形式で表

示されない場合があります。

SEARCH

92244 拡張ASCII文字 (ßを
含むワード )を検索す

ると、一致する結果が

見つからない。

依存しない 拡張ASCII文字がサポートされるまで回避方

法はありません。

サーバー

156389 Windows 2012
Essentialsで作成され

たすべてのグループが、

ユーザーおよびグルー

プSMOでレポートされ

ない。ユーザープロパ

ティを編集すると、

SMOでは変更点はレ

ポートされない。つま

り、U&Gルールを使用

した監査はWindows
2012 Essentialsで行

えない。

Windows
2012

なし。

192013 Windowsローカルセ

キュリティ設定SMO
が、該当しないエント

リの間違ったセキュリ

ティ設定をレポートす

る。

依存しない なし。

193063 コマンドを実行する

twistボックスに

/var/tmpフォルダーが

存在しない場合、

SMToolアップロードが

失敗する。

依存しない 必要なディレクトリ構造を作成します。

ソフトウェア管理

159841 コアアップグレードの実

行時に、UNITSテーブ

依存しない アップグレードプロセスを続行するには、手動で

競合を解決するか、強制リゾルバースクリプトを
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ルとREALM_UNITS
テーブルに起因する競

合が発生する場合が

ある。

使用して競合を解決します。

163518 ジョブの完了後も [ジョ

ブの終了 ]ボタンが有

効になっている。

依存しない なし。

179479/179
480

定期的なアプリケー

ション構成コンプライア

ンスジョブで、有効期

限が1年のトークンが

使用される。

依存しない なし。

spin (データアクセスエンジン)

193285 サテライトファシリティ内

のすべてのゲートウェイ

で、プライマリトンネルと

バックアップトンネルに

対して同じ重みを定

義する必要がある。

依存しない なし。

truth (モデルリポジトリ)

166334/188
553

SAがインストールされ

ているOracle RDBMS
で、以前のエントリの

有無にかかわらず、

/etc/sysconfig/sel
inuxファイルが変更さ

れてSELINUXのエント

リが挿入される。

Linux エントリが複数ある場合は、SAが作成したエン

トリを残します。SELINUXが 'enforcing'に設定

されていると、Oracle (SQL*plus、OCIなど)は
正常に機能しません。SELINUXは 'disabled'
または 'permissive'に設定することをお勧めしま

す。

191511 セカンダリコアのデータ

ベースがRAC設定に

あり、そのセカンダリ

RACが2番目のノード

にフェイルオーバーする

と、MMインフラスライス

とセカンダリコアDBとの
間の通信に問題が発

生する。現在のとこ

ろ、フェイルオーバーを

行うには、MGWプロパ

ティファイルと

tnsnames.oraファイル

を手動で変更する必

要がある。

依存しない プライマリコアからセカンダリコアにゲートウェイ接

続をバイパスしてRACと通信します。これによ

り、1つのノードがダウンした場合に通信を継続

できるようになります。また、1つのRACノードが

ダウンした場合でもデータが失われません。これ

は、RACに対する通信が確立され (手動プロセ

ス)、マルチマスターによりデータが同期されるた

めです。
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UCMDB

194366 UCMDBがマルチテナ

ンシーモードに設定さ

れていると、SAからの

データをすべて正しく

ロードすることができな

い。

依存しない なし。

仮想化

141907 ネイティブのvSphereク
ライアントを使用してソ

ケットあたりのコア数を

設定し、SAでVMの変

更ジョブを使用して仮

想プロセッサーの数を

変更すると、CPU設
定が無効になる。ネイ

ティブのvSphereクライ

アントでCPU設定を

編集すると、設定が

無効な場合に「ソケッ

トあたりのコア数に仮

想CPUより大きい値

は指定できません」と

いうエラーが発生す

る。

VMware VMのソケットあたりのコア数が1より大きい場合

に、CPUの数を変更するには、SAで、仮想プロ

セッサーの数をソケットあたりのコア数の厳密な

倍数に設定します。

または、ネイティブのvSphereクライアントを使用

してCPUの数を変更します。

160891 VMの作成、VMの複

製、VMテンプレートか

らのVMのデプロイの

ジョブでOSBP実行エ

ラーが発生し、VMがビ

ルドサーバーエラーの

状態になった場合、

VMはSAクライアントか

ら削除できない。

依存しない ネイティブのベンダーツールからVMを削除し、SA
で再ロードします。

183608 Openstack VMサー

バーには、内部的なプ

ライベート IPではなく、

パブリックフローティング

IPでのみ外部からアク

セスできる。

SAエージェントはフ

ローティングIPを使用

してサーバーにインス

トールされているため、

依存しない IPをデフォルト設定から内部OpenStack IPには

変更しないでください。
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最終的にはサーバー

の管理 IPはフローティ

ングIPに設定される。

サーバーのオペレーティ

ングシステムはフロー

ティングIPに対応して

いないため、SAではこ

の情報を収集できな

い。したがって、この

サーバーのインタフェー

スリストにも、サーバー

の [ネットワーク]ビュー

の [管理 IP] ドロップダ

ウンリストにも、サー

バーのフローティングIP
は表示されない。

WorkloadManager

166350 ジョブに関連付けられ

ているタスクのステータ

スが「成功」でも、ジョ

ブのステータスが「アク

ティブ」のまま変わらな

い。

依存しない この問題は、メッシュのすべてのコアにおいてSA
のジョブがOperations Orchestrationを使用して

承認されるマルチコアメッシュのインストールでの

み発生します。この問題を回避するには、メッ

シュのプライマリコアにのみOOワークフローを設

定します。

インフラストラクチャーコア

184455 コア再認定の手順を

FIPS対応のコアで実

行すると、フェーズ9の
後にbuildmgrコアコン

ポーネントの開始に失

敗する。

依存しない この問題を解決するには、次の手順を実行し

ます。

1. メッシュ内のすべてのコアとサテライトボックス

で、

/etc/opt/opsware/crypto/security.co
nfのFIPSフィールドをゼロ (0)に設定しま

す。

2. コア再認定ドキュメントで指定された順序

でコアコンポーネントを開始します。

226639 10.5のコアで前提条

件のチェックを実行し

たときに (既存のコアに

スライスを追加する場

合 )、スライスがインス

トールされたサーバー

に対して次のエラーメッ

セージが表示される場

合がある: "FAILURE
Cannot find

依存しない このような場合 (メッセージが表示されるサー

バーに、スライスコンポーネントバンドルだけがイ

ンストールされている場合 )、このメッセージを無

視しても問題ありません。
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installation SQLPlus"

227335 RHEL 7.2 SAでマシン

を再起動する場合、

再起動後にサービス

が開始されない。

依存しない RHEL 7.2では、systemdパッケージをバージョン

219-19.el7_2.4以上にアップグレードする必要が

あります。それ以外の場合、コアサービスは再起

動時に自動的に開始されません。

統合

212406 コアをIMR1からIMR5
にアップグレードした

後、SA-OOフロー統

合が機能しない。

OO統合 前のJDKに追加したSSL証明書がある場合、

新しいJDK (cacerts)ファイルにもこれらを追加

する必要があります。

DCMLExchange Tool (DET)

142522 CBTエクスポート操作

中にDETがハングし、

処理が完了しない。

依存しない CBT構成ファイルでcbt.numthreads=1を設定し

て、1つのCBTスレッドで実行します。この構成

ファイルのSAコア上のデフォルトの場所は、

/opt/opsware/cbt/cfg/default.propertie
sです。

リリースノート

既知の問題

HPE Server Automation (10.50) 33 / 44 ページ



修正済みの問題
修正済みの問題の表には、次の問題が含まれます。

o SA 10.50のリリース期間中に見つかった問題

o 既知の問題の表に掲載されていたが、現在修正済みの問題

次の表は、問題をまずサブシステムごとに示し、次に各サブシステム内で数字順に示しています。

機能領域

/QCCR1D 症状 /説明

プラット

フォーム

エージェント

210057 「SSLError: FIPSで無効」によりエージェントがコアと通信で

きなくなる。

210440 package.dbgのサイズが大きくなり続けて制御できない。 HP-UX

132960 ユーザーがWindowsをログアウトしたときに最終ログオフ時

刻が設定されない。

Windows

191459 C libeay32.dllが存在すると、エージェント機能が悪影響を受

ける。

Windows

191450 C 不正なpersistoファイルによりその後のpevalコマンドがすべて

失敗する。

194086 C Windowsのウォッチドッグ値をパラメーター化する必要があ

る。

Windows

193224 C 100台を超えるサーバーを選択したときに通信テストの実行

に失敗する (到達可能および到達不能 )。

194543 C shadowbotがリバースDNS呼び出しを行ってクライアントのホ

スト名をログ記録しない。

Linux

201693 C ADTがrootになり、sudoアルゴリズムが正しく設定されない。 Linux

205450 C Windowsドメインコントローラー上でエージェントのスタート

アップに失敗する。

Windows

210421 C Solaris管理対象サーバーでのソフトウェア登録中に、次の

エラーメッセージが表示される: インストール済みパッケージリ

ストを抽出できません: 32512。

Solaris

210428 /etc/hostsの行数が多い場合にエージェントのインストー
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ルに時間がかかる。

213522 C Spokeから生じたサブプロセスがタイムアウト時に終了しな

い。

Linux

214282 C ハードウェア登録時にデバイスのUUIDが「なし」に設定され

る。

Windows

215121 C OGFSのUAPIメソッド呼び出しで偽のブール値が無視され

る。

AIX

216891 C shadowbotでエラー応答に対してHTTPステータス行に無効

な文字が返されることがある。

Linux

218438 C エラーメッセージMaxMessageSizeExceededExceptionが
hub.logに繰り返し現れる。

Linux

224326 shell_rdp_handler.pyはRDP対応のターミナルサービス

のみに接続する必要がある。

Linux

監査と修復

193457 C 多数のデバイスを含む監査で「すべて修復」の準備に時間

がかかる。

Linux

194053 C 監査ポリシーで変更を昇格する際に監査から例外が削除

される。

Linux

多数の非コンプライアンスターゲットサーバーを含む監査で

「すべて修復」の準備に時間がかかる。

Linux

APX

162834 C OS BPに失敗し、次のエラーメッセージが表示される: Failed
to inject required settings.[Errno 2] No such file or
directory: '/tmp/osbp_info/media_server'

187113 C 「BRDC SAエージェントサニタイザー」APXでVMwareカスタ

マイズスペックがブロックされる。

209759 UnixサーバーがASCII以外の文字セットのロケールを持つ

場合、 [選択したサーバーのユーザーパスワードを変更 ]でパ

スワードを変更できない。

Linux

ビルド

191698 エージェントホットフィックスのzip231バイナリにより、さまざまな

エージェントの不具合が起きる。

CPE

192139 C 仮想化により管理されるサーバーおよび非アクティブエージェ

ントを含むデバイスグループに対するスクリプトの実行に失

敗する。

リリースノート
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193042 新しいコアをメッシュに追加する際に、インストーラーによって

DBエクスポートに必要な空きディスク領域が正しく計算され

ない。

Linux

193649 C Windows管理対象プラットフォームでコードページcp28605
が設定されている場合にエージェントが正しく機能しない。

193663 C rhn_importが失敗して次のエラーが表示される: "httperror_
seek_wrapper: HTTP Error 403: Forbidden"

194419 C /etc/environmentに含まれる変数宣言がすでに存在し読

み取り専用である場合、AIXでエージェントのinit.dスクリプト

が実行されない。

AIX

194406 C 環境変数PATHが存在しないために、

/opt/opsware/agent/pylibs/cog/bs_ソフトウェアの実行

中にptymonitorクラッシュの問題が発生する。

Linux

202175 C 中国語のWindowsでレジストリスナップショットを取得できな

い。UnicodeEncodeError: 'cp950'
Linux

215471 C CBTでインポートしたカスタマーにアタッチされたサーバーに対

する監査の実行中にアクセス権が拒否されましたというエ

ラーが表示される。

Linux

215547 C IPv6のサポートによりopswgw.HijackServiceが正しく機能

しない。

Linux

215606 C NGUIジョブログ:ステータス=「成功」を選択したときに失敗

したジョブがリスト表示される。

218522 C python 2.7を使用するSAのすべてのバージョンで、waybotコ
マンドプロキシフェイルオーバーが機能しない。

Linux

218594 C XMLRPC応答でない場合にspinclientマスクのOPLET応
答が返される。

Linux

224581 C ZypperによるSLESの修復でインストール用に古いカーネル

が選択される場合がある。

Linux

デプロイ機能

206362 update_sw_policy.pyのcatch-all例外ハンドラーにより、より

深いレベルの例外が目立たなくなる。

189986 Solaris 10サーバー上で実行されるリモートDBでhpsa_add_
dc_to_mesh.shが正しく動作しない。

Linux

192413 C SSLで特定の暗号ポートを使用しないようにする方法 :
5678 HPESA vaultdaemon。

190859 C サテライトにカスタムレルム名 (ファシリティとは異なる名前 )を
付与すると、機能に問題が発生する。

リリースノート
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183786 C Tnsnames.oraをリモートDBで作成または変更しないように

する必要がある。

Linux

190924 C SAのSA 10.10へのアップグレードが、opsware_adminユー

ザーのデータベース接続エラーで失敗する。

Linux

191024 C インストール時にlibxml2-pythonの削除が必要であるとド

キュメントに記載されている。

194905 インポートするdmpファイルが2つ存在する場合にインストー

ラーが失敗する。

Linux

201846 別のスライスを追加すると、必要ない場合にtruthのダンプ

アーカイブのプロンプトが表示される。

Linux

204765 NGOI: InstallSAS状態のdpdumpディレクトリの検索 /チェッ

クが常に失敗しない。

205370 スタートアップスクリプトでsmbサービスが無効な場合にアップ

グレードプロセスが失敗する。

110791 C SAでファシリティを削除する機能。

215597 DBバージョンが非サポートであることをユーザーに警告する

際に、インストーラーでDBの必要条件チェックが実行されな

い。

インフラストラクチャーコア

208105 C spinソフトウェア登録のログ記録が冗長すぎる。パフォーマン

ス上のボトルネックの原因になる。

195146 1つ目のサーバーへの接続に続いて2つ目のサーバーに接続

する際に、2回目の接続で実行される認証で前の接続の

認証が使用される。

194985 C SA OpenSSLの脆弱性 - CVE-2014-3571 Linux

209890 C spin:1004負荷分散ルールをSTICKYに設定しないようにす

る必要がある。

221170 9.xと10.xでreip.shの機能に違いがある。そのため、 IPを変

更せずに機能の名前を変更できない。

Linux

203725 C RSA <SecurIDAuthenticator>が./libsecuridwrapper.soを
ロードできない。

JBossの移行

192921 SAアップグレードプロセスが

oracle.jdbc.driver.DynamicByteArrayクラスの

ArrayIndexOutOfBoundsExceptionで断続的に失敗する。

RHEL

リリースノート

修正済みの問題

HPE Server Automation (10.50) 37 / 44 ページ



OSプロビジョニング

221199 C ProLiant Scripting Toolkit for Linux x64 - 2015.06.0でツール

キットの古いバージョンが使用されている。

Linux

192472 C アイテムがライブラリ内ですでに使用可能であるためアップグ

レードに失敗する。

Linux

193783 C OSビルド計画がサテライトファシリティで再起動に失敗す

る。

194888 SAクライアントでKickstartファイル内で "."の使用が許可さ

れない。

202061 C OSSequenceService.configureAutomaticProvisioningRule
APIに拡張性がない。

207208 C OSBPでビルド中にセキュリティログが無効になる。 Linux

207496 C サーバーが間違ったNIC情報を使用して未プロビジョニング

サーバープールにブートされる。

208369 C ハードウェア登録後にMBCホスト名がデフォルト値に変更さ

れる。

208875 C カスタムkickstart構成ファイルにパーセント (%)文字で始ま

る行が含まれる場合にRHEL 7のOSプロビジョニングが失敗

する。

210046 C ProLiant Gen9サーバーのプロビジョニング時に、Conrepで
ハードウェア構成が保存されない。

Linux

212959 OSBPでカスタマーに割り当てるサーバーのプロンプトが表示

されない。

Linux

215444 C サーバーをプロビジョニングしようとしたときにMBCが失敗す

る。

Linux

217645 C %ポストスクリプトに%インクルードステートメントが含まれる

場合にRedHat7のプロビジョニングが失敗する。

Linux

218931 C OSBP -エージェントとの接続を確立できない。 Linux

188842 C Twistエラー: ilo自動登録が警告なしに失敗する。 依存しない

220007 C サービスOSを使用するようにZIPパッケージが更新されてい

ないため、Proliantビルド計画が失敗する。

Linux

221529 C Infoblox DHCPサーバーでtftpサーバーから

DHCPOptions.iniをダウンロードできない場合にWinPEに
問題が発生する。

Linux

225057 C 無人のXMLファイルインジェクションスクリプトにより、DNSク
ライアントコンポーネントがマングリングされる。

リリースノート
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パッチ適用

190753 C CBTで特定のWindowsパッチがインポートされない。

191519 C ダウンロードURLが同じチェックサムで変更されWord上に存

在する場合、実際のパッチの可用性ステータスを特定でき

ない。

Linux

191652 C populate-opsware-update-libraryでMSパッチDBの処理に

時間がかかることがあり、ユーザーにフィードバックが提供され

ない。

191974 C solpatch_importツールによるSolaris 10パッチのインポート

は、"SSL routines:SSL3_GET_RECORD:wrong version
number" というエラーを表示して失敗する。

194286 C UNITSレコードのGCが行われる前にwsusscn2.cabがイン

ポートされた場合、削除済みWindowsパッチのUNITSレ
コードがDELETED/ACTIVEのハイブリッド状態になることが

ある。

199011 populate-opsware-update-libraryスクリプトを使用した

MBSAの.cabインポートに時間がかかる。

Windows

201369 C 以前にインストールした共有のマルチバイナリにより、間違っ

た「インストール済みパッチ」エラーが発生することがある。

Windows

203190 C HP-UXデポが複数回ダウンロードされることがある。これによ

りディスク領域が無駄に消費され、タイムアウトの原因にな

る可能性がある。

203191 C コンプライアンスでHP-UXバンドルがレポートされない。

202022 C Solaris 10 01/13 (アップデート11)パッチバンドルをSAにイン

ポートできない。

203364 C 一部のWindowsパッチがアップロードされない場合にCBT
メッセージをクリアする必要がある。

Linux

204623 C SAを介してWindowsパッチKB3018238をアンインストールで

きない。

Linux

188279 C PatchBundleのユニットタイプの追加により、unit_file_name
およびunit_locの形式が変更される。これにより、CBTイン

ポート /エクスポートが失敗してカスタマーに使用不能なデー

タが残る。

Linux

207414 C solpatch_importで次のエラーが表示される: "NameError:
global name 'srcpath' is not defined"

ソフトウェア管理

221154 C rhn_importでパッケージがダウンロードされない。

リリースノート
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184160 RedHat Linuxパッチ適用のアプリケーションコンプライアンス

フェーズで費やす時間が大幅に長くなる (データベースサー

バーでの全体のCPU使用率が大幅に増え、大きな

LCREP_DATA表領域が使用される)。

依存しない

156243 C サーバースクリプトが次のエラーコードで失敗する:
wayscripts.lockFailed

Linux

192225 C rhn_importが失敗して次のエラーメッセージが表示される:
"RHN SSO Login Failed"

194285 C 以前に削除されたユニットのunit_locを使用してアップロード

されたユニットで、REALM_UNITSリークが起きる可能性が

ある。

183704 C コアの内容の同期が期待どおりに動作しない。 Linux

201463 C rhn_importツールを使用したRHEL 7パッケージのサポート。

195137 SA Global Shell API接続でのUNIXセキュリティの迂回。 依存しない

203674 C いずれかのサーバーが使用停止になり、そのサーバーIDが
存在しない場合、スケジュール済みのジョブで「ユーザーに

はソフトウェアをインストールするアクセス権がありません」とい

うエラーが表示される。

依存しない

203847 C 10.02よりも上のSAバージョンでuln_importでユーザーまたは

サーバーを登録できない。"AttributeError: sendall"エラーが

表示される。

204068 他のパッチで置き換えられるMBSAパッチのインポートをス

キップするオプションを提供。

Windows

205299 C opsware.agent_reach.check_reachabilityでリモートコマンド

のエラーが処理されない。

Linux

207396 C ジョブステータスに関係なく修復ジョブからの電子メールにス

タックトレースが含まれる。

207715 アップストリームのサテライトが一時的にメッシュから切り離さ

れていることによるサテライトアップグレードエラーのトラブル

シューティングが難しい。

210407 パッケージのデプロイ中にアップグレードRPMに競合エラーが

表示される。

211056 C 管理対象サーバー上で使用可能なRMP-Pythonパッケー

ジが存在しない場合、Zypper統合に失敗する。

SLES

212106 C ステータスが「古い」であるため自動通信テストジョブが実行

されない。

189055 C AUO (自動更新順序 )が無効な無効化されたソフトウェア

リリースノート
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ポリシーは変更できない。

214703 C 送信元vaultのファイルシステムがフルの場合は、トランザク

ションを処理する必要があり、ドロップすることはできない。

Linux

215460 redhat_importを使用してRHEL7ラベルをインポートする際

に "Unexpected error: ValueError: unconverted data
remains: UTC"を受信。

217393 C wsusscn2.cabアップロードの抽出中にpopulate-opsware-
update-libraryでエラーが無視される。

Linux

220969 C データベースからのトランザクションの取得に関するvaultの同

時実行の問題。

HP-UX

224486 C suse_manager_importでAPIを使用してパッケージダウン

ロードURLを特定する必要がある。

Linux

ユーザビリティ

194765 デバイスエクスプローラーでファイルコピー操作を使用する場

合、ターゲットサーバーを選択しようとしたときに代わりにデバ

イス名の更新が行われた。

Linux

208925 C デバイスサマリーデータを取得するために生じるNGUIスレッ

ドによりtwistが過負荷になることがある。

Linux

仮想化

202047 C tsunamiを使用する場合、更新された既存のCookbookの
ダウンロードによって最新版が取得されない。

依存しない

214224 optimizer_index_cost_adjが20に設定された一部のクエリに

おけるOracleのパフォーマンスの問題。

Linux

リリースノート
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ドキュメント情報
ここでは、本リリースのドキュメント情報について説明します。

SAのドキュメントへのアクセス
SAのすべてのドキュメントは個別のドキュメントとして提供されるか、またはHPEソフトウェアサポートWeb
サイトのSA 10.50 Documentation Libraryでまとめて提供されます。このサイトでは、現在および過去のす

べてのSAリリースのガイド、リリースノート、サポートマトリックス、およびホワイトペーパーにアクセスできま

す。また、SAクライアントオンラインヘルプから最新のDocumentation Libraryにアクセスすることもできます

([ヘルプ] > [目次、索引、検索 ]を選択します)。

注 :
HPEソフトウェアサポートWebサイトでは、HPE Passportが必要となります。これはサイトにアクセスし

たときに作成できます。サインイン後に [検索 ]ボタンをクリックし、フィルターパネルを使用してドキュメ

ントとナレッジドキュメントのフィルター処理を実行してください。ドキュメントをダウンロードするには、

[go] リンクをクリックします。

ローカルドライブにドキュメントをダウンロードした後に、次の操作を行います。

l ファイルを解凍します。

l docCatalog.html (ローカルディレクトリにダウンロードしたドキュメントの索引ポータルを表示 )を使用し

て、個々のドキュメントを見つけます。

注 :
以前のパッチでリリースされたホワイトペーパーの一部が、本リリースと関係している場合があります。

また、適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様には、通知が送付されます。詳

細は、HPEの営業担当にお問い合わせください。
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムに電子メールクライアントが設定されている場合は、上記のリンクをクリックすると、次

の情報が件名行に記載された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on リリースノート (Server Automation 10.50)

フィードバックを追加して [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが使用できない場合は、Webメールクライアントのメッセージに上記の情報をコ

ピーし、hpe_sa_docs@hpe.comまでフィードバックをお送りください。

ご協力をお願いいたします。

HPE Server Automation (10.50) 44 / 44 ページ

mailto:hpe_sa_docs@hpe.com?subject=Feedback on  (Server Automation 10.50)

	はじめに
	最新のドキュメント
	サポートおよび互換性情報
	対象読者

	本リリースの更新内容
	SAクライアントでサポートされるWindowsオペレーティングシステム
	新しいLinuxサービスオペレーティングシステム
	SA Webクライアントに関する更新内容
	SAエージェントに関する更新内容
	デバッグの構成
	RC4の無効化
	ユーザーのインポート
	非システムドライブにインストールされたエージェントに対する変更
	エージェントのインストール後のPAPXの選択

	SAクライアントランチャーに関する更新内容
	セキュリティおよびサードパーティに関するアップグレード
	JBossの移行
	監査とコンプライアンスに関する更新内容
	証明書に関する更新内容
	ローカライズに関する更新内容
	OO-SA統合に関する更新内容
	Oracleデータベースおよびモデルリポジトリに関する更新内容
	パッチ適用に関する更新内容
	OSプロビジョニングに関する更新内容
	ソフトウェア管理に関する更新内容
	SPARCプロビジョニング
	セキュリティ機能
	RHEL7コアプラットフォーム
	SAのフェイルオーバーと高可用性
	SAのバックアップと復元のベストプラクティス
	HPE Live Networkコネクターの新バージョン

	非推奨化とサポート終了のお知らせ
	非推奨化
	非推奨の製品またはプラットフォーム
	非推奨のコンポーネント
	非推奨のAPIメソッド

	非サポート
	サポートされない製品
	サポートされない機能


	インストール
	インストールに関する更新内容
	新しいコアを追加する場合の変更
	SAインストーラーでサポートされるユーザー

	SAのデフォルトフォルダーの名前の変更
	enable_ipv6.shスクリプトの新しいオプションパラメーター

	既知の問題
	修正済みの問題
	ドキュメント情報
	SAのドキュメントへのアクセス

	ドキュメントのフィードバックを送信

